
中
川
ボ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
 

　
9
月
21
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た

中
川
ボ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
は
、
台
風
の

た
め
次
の
と
お
り
順
延
し
ま
す
。
 
 

B
11
月
2
日
豸
、
午
前
9
時
〜
※
予
備

日
11
月
3
日
豢
／
C
中
川
や
し
お
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
／
G
高
校
生
レ
ガ
ッ
タ
、

Ｅ
ボ
ー
ト
大
会
、
ク
ル
ー
ザ
ー
体
験
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
ほ
か
／
I

実
行
委
員
長
・
川
澄
蕁

9
9
6
＝
4
1
4
6
 

 木
い
ち
ご
の
会
（
生
け
花
）
 

B
毎
月
第
3
金
曜
日
、
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分
／
C
八
幡
公
民
館
ほ
か
／

G

講
師
＝
小
沢
一
榮
さ
ん
／
H

2
0

0
0
円（
月
会
費
、花
代
含
む
）／
I
加

藤
蕁
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
9
9
7
＝
0
5
5
6
 
 

 書
友
会
八
潮
（
書
の
会
）
 

　
多
忙
と
い
う
言
葉
に
流
さ
れ
や
す

い
毎
日
。
落
ち
着
い
た
„
刻
“
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。
ペ
ン
習
字
、
実
用

漢
字
、
か
な
、
年
賀
状
も
行
い
ま
す
。
 

B

①
毎
週
月
曜
日
、
午
後
7
時
〜
9

時
②
毎
週
火
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午

／
C

八
條
公
民
館
ほ
か
／
H

入
会
金

1
0
0
0
円
、
月
会
費
2
5
0
0
円

／
I

土
井
蕁
0
9
0
＝
2
9
0
9
＝

2
7
7
9
 

 占
（
気
学
）
手
相
 

B

木
曜
日
（
毎
月
2
回
・
随
時
相
談

に
よ
っ
て
決
定
）
、
午
後
2
時
〜
4

時
／
C

や
し
お
生
涯
楽
習
館
ほ
か
／

G

初
心
者
の
教
室
／
H

月
会
費
1
5

0
0
円
／
I
西
本
蕁
9
9
8
＝
1
4
6

2
 

 エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
サ
ー
ク
ル
 

B
毎
週
金
曜
日
、
午
後
7
時
30
分
〜
9

時
（
午
前
の
部
も
募
集
中
）
／
C
八
條

公
民
館
ほ
か
／
E
初
心
者（
体
験
あ
り
）

／
H
月
会
費
2
0
0
0
円
／
I
矢
作
蕁

9
9
8
＝
3
0
1
4
 
 

 リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
ブ
 

　
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
と
簡
単
な
リ
ズ
ム

運
動
で
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
！
ま
ず
は

体
験
か
ら
ど
う
ぞ
。
中
高
年
男
性
歓
 

迎
！
 

B
毎
月
第
2
・
第
4
土
曜
日
、
午
前
10

時
〜
正
午
／
C
や
し
お
生
涯
楽
習
館
ほ

か
／
H
月
会
費
2
0
0
0
円
／
I
白
井

蕁
9
9
5
＝
8
3
4
1
 
 

 花
水
木
会
（
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
）
 

　
楽
し
い
歌
、
仲
間
を
募
集
し
ま
す
。
 

B
毎
週
水
曜
日
、
午
後
1
時
30
分
〜
3

時
30
分
／
C
や
し
お
生
涯
楽
習
館
ほ
か

／
H
入
会
金
2
0
0
0
円
、
月
会
費
3

5
0
0
円
／
I
平
野
蕁
9
9
6
＝
2
6

8
7
 
 

 ヤ
シ
オ
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
 

　
先
生
が
つ
い
て
教
え
て
く
れ
ま
す
。
 

B
毎
週
金
曜
日
、
午
前
9
時
40
分
〜
11

時
50
分
・
午
後
1
時
〜
5
時
／
C
や
し

お
生
涯
楽
習
館
ほ
か
／
F
10
人
／
H
1

時
間
1
5
0
0
円
、
2
時
間
2
5
0
0

円
／
I
小
堀
蕁
0
8
0
＝
5
0
3
4
＝

4
1
0
8
 

伝
言
板 

市
民
の
皆
さ
ん
の
情
報
を
募
集
い
た
し
ま
す
。 

ゆ
ず
り
ま
す
　
大
型
餅
つ
き
機（
無
料
）、フ
ッ
ト
マ
ッ
サ
ー
ジ
ャ
ー（
2
千

円
）、電
子
ジ
ャ
ー（
無
料
）、鍋（
無
料
）、冷
風
機（
3
千
円
）、ク
ー
ハ
ン（
3

百
円
）、Ｂ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー（
3
千
円
）、幼
児
椅
子（
1
千
5
百
円
）、歩
行
器

（
1
千
5
百
円
）
 

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
　
キ
ャ
ン
プ
用
品
、
子
供
用
・
大
人
用
自
転
車
 

※
問
題
が
生
じ
た
時
は
、当
事
者
間
で
解
決
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
市
は
責

任
を
負
い
か
ね
ま
す
。
 

I
商
工
振
興
課
蕁
A
3
3
6

埼玉県のごみ排出量 
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年度 

ジ

ャ

ズ

 
ア

コ

ー

ス

 

テ
ィ
ッ
ク
 

し
ろ
う
と
い
ち
 

と
き
 

①「記念日をコー

スで祝う」欧風レ

ストラン　ココ・

パームスシェフ　

伊藤吉夫さん 

②「ポットラック

パーティーメニュ

ー！」（持ちより

パーティーに最適

な料理）料理研究

家　寺門友子さん 

 

11月12日貉 

午後1時30分

～4時 

 

12月4日貅 
午後1時30分
～4時 

12月11日貅 

午後1時30分

～4時 

前菜「帆立貝と野菜のマリネ
風」スープ「卵・パン・ガー

リックのスープ　パプリカ風

味」メイン「仔羊のポアン南

仏野菜のせバルサミコソース」 

辣炒生菜（レタスの辛味炒め）
魚の中華風辛味噌蒸（四川風）
韓国風キムチ五目鍋 

シーフードピッツァ（クリス
ピータイプ）ポタージュペイ

ザン（田舎風クリームスープ）

イタリアンサラダ 

■市民温水プールの一時休止　市民水泳大会のため、一般の利用を一時休止します。B11月９日豸、午前９時～午後５時（第１部～３部）※第４部（午後６時
～９時）は平常どおり一般開放します。　I市民温水プール蕁９３６―６８２４ 

■八潮市消防団特別点検　B11月２日豸、午前９時～正午　C八潮中学校校庭（雨天の場合は体育館）　G消防団員の災害に対応する教育訓練の成果を確認し、
消防団員としての使命感の啓発と士気の高揚を図るために行います。多くの方のご来場をお待ちしています。 

    【
重
点
目
標
】
　
市
民
の
方
に
防
火
・
防

災
意
識
や
防
災
に
対
す
る
行
動
力
を
高
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
や
地
域

お
よ
び
事
業
所
に
お
け
る
火
災
の
発
生
を

防
止
し
、
火
災
か
ら
尊
い
命
を
守
り
、
貴

重
な
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に

行
い
ま
す
。
 

　
市
で
は
、
次
の
3
点
を
重
点
目
標
に
運

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
火
災
の
な
い

安
全
都
市
を
目
指
し
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

住
ま
い
の
防
火
対
策
を
進
め
よ
う
 

　
「
て
ん
ぷ
ら
油
を
火
に
か
け
て
い
る
と

き
一
寸
だ
け
離
れ
る
」
「
１
本
だ
け
の
寝

た
ば
こ
な
ら
」
な
ど
、
ほ
ん
の
少
し
の
油

断
が
火
災
を
招
き
ま
す
。
 

放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
よ
う
 

　
ゴ
ミ
は
収
集
日
に
出
す
こ
と
を
徹
底
し
、

家
の
周
り
に
新
聞
・
雑
誌
な
ど
燃
え
や
す

い
も
の
は
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

        地
域
の
防
火
対
策
を
進
め
よ
う
 

　
防
災
訓
練
に
進
ん
で
参
加
し
、
地
域
ぐ

る
み
の
協
力
体
制
を
築
き
ま
し
ょ
う
。
 

I
消
防
本
部
予
防
課
蕁
9
9
6
＝
0
1
3

4
 消

火
器
の
軾
訪
問
点
検
に
ご
注
意
輒
 

 
市
内
で
は
、
消
火
器
の
不
適
正
な
点

検
を
し
て
、
高
額
な
点
検
料
を
請
求
す

る
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
 

　
特
に
消
火
器
を
た
く
さ
ん
設
置
し
て

い
る
店
舗
や
工
場
等
を
狙
っ
て
、
出
入

り
の
点
検
業
者
を
巧
妙
に
装
い
、
素
早

く
消
火
器
を
集
め
て
勝
手
に
点
検
を
し
、

高
額
な
点
検
料
を
請
求
し
ま
す
。
 

　
こ
の
様
な
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

①
身
分
証
明
書
等
の
提
示
を
求
め
る
。
 

②
は
っ
き
り
と
点
検
を
拒
否
す
る
。
 

③
契
約
書
に
ハ
ン
コ
を
押
さ
な
い
。
 

　
そ
し
て
、
点
検
業
者
が
居
直
っ
た
り
、

脅
迫
的
な
言
動
に
出
た
り
し
た
と
き
は
、

近
く
の
警
察
署
や
消
防
署
に
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。 
 

　

八
潮
市
優
良
技
能
者
の
該
当
者
 

　
市
で
は
、
市
内
の
産
業
に
お
い
て
優
良

な
技
術
・
技
能
を
有
す
る
方
を
八
潮
市
優

良
技
能
者
と
し
て
表
彰
す
る
た
め
、
該
当

者
を
募
集
し
ま
す
。
 

E
市
内
の
事
業
所
に
従
事
し
、
次
の
要
件

を
満
た
す
方
 

①
市
内
の
事
業
所
で
働
く
現
役
の
技
術
・

技
能
者
で
あ
る
こ
と
。
 

②
優
良
な
技
術
・
技
能
を
有
す
る
こ
と
。
 

③
他
の
技
術
・
技
能
者
の
模
範
と
認
め
ら

れ
る
者
で
あ
る
こ
と
。
 

④
日
本
標
準
産
業
分
類
の
職
種
に
従
事
し

て
い
る
こ
と
。
 

D
11
月
4
日
〜
28
日
ま
で
に
、
応
募
用
紙

（
推
薦
書
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
商

工
振
興
課
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
事
業
所
や
業
界
団
体
等
か
ら
の
推
薦
に

よ
る
ほ
か
、
対
象
者
本
人
が
応
募
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
 

※
応
募
用
紙
は
、
商
工
振
興
課
･
商
工
会

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
請
求
く

だ
さ
い
。
 
 

I
商
工
振
興
課
蕁
A
4
7
9
 

    　

高
齢
者
向
け
 

　

優
良
賃
貸
住
宅
（
公
団
）
 

E
60
歳
以
上
 

G
八
潮
団
地
1
・
2
階
（
3
Ｄ
Ｋ
　
3
戸
）
 

※
所
得
に
応
じ
た
家
賃
の
軽
減
措
置
有
り

入
居
日
　
資
格
確
認
後
、
約
5
カ
月
以
内
 

D
10
月
25
日
か
ら
11
月
10
日
ま
で
に
、
案

内
書
（
市
建
築
課
な
ど
で
配
布
）
に
添
付

さ
れ
て
い
る
申
込
書
を
総
合
募
集
セ
ン
タ

ー
へ
郵
送
 

※
公
開
抽
選
・
結
果
は
全
員
に
通
知
 

I
都
市
基
盤
整
備
公
団
総
合
募
集
セ
ン
タ

ー
蕁
0
3
＝
3
3
4
7
＝
4
3
7
5
 

「
出
会
い
系
サ
イ
ト
規
制
法
」
施
行
 

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を

利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制

等
に
関
す
る
法
律
」
が
、
9
月
13
日
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

　
こ
の
法
律
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性

紹
介
事
業
（
い
わ
ゆ
る
「
出
会
い
系
サ
イ

ト
」
）
の
利
用
に
起
因
す
る
児
童
買
春
そ

の
他
の
犯
罪
か
ら
児
童
（
18
歳
未
満
）
を

保
護
し
、
児
童
の
健
全
育
成
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
そ
の
要
点
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

①
サ
イ
ト
事
業
者
等
の
責
務
 

　
児
童
の
健
全
な
育
成
に
配
慮
す
る
と
と

も
に
、
児
童
の
利
用
防
止
に
努
め
る
。（
児

童
が
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
の
表
示
、

利
用
者
が
18
歳
未
満
で
な
い
こ
と
の
確
認

の
徹
底
、
そ
の
他
児
童
の
健
全
育
成
に
障

害
を
及
ぼ
す
行
為
の
防
止
）
 

②
保
護
者
の
責
務
 

　
児
童
の
利
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電

話
に
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
機
能
（
閲
覧
・

受
信
制
限
機
能
）
を
設
定
す
る
な
ど
、
児

童
の
利
用
防
止
に
努
め
る
。
 

③
誘
引
の
規
制
 

　
「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
を
利
用
し
て
児

童
と
の
性
交
等
を
伴
う
交
際
の
誘
引
や
対

償
を
伴
う
異
性
交
際
の
誘
引
を
禁
止
し
、

違
反
し
た
場
合
は
、
大
人
・
児
童
に
関
わ

ら
ず
処
罰
の
対
象
と
な
る
。
 

I
社
会
福
祉
課
蕁
A
3
1
6
 
 

　

11
月
は
「
全
国
青
少
年
 

　
　
　
　
健
全
育
成
強
調
月
間
」
 

　
子
供
は
み
ん
な
社
会
の
子
。
よ
そ
の
子

だ
か
ら
…
と
、
無
関
心
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し

て
、
子
供
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
み
ん
な
で
育
て
よ

う
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
。
 

I
青
少
年
育
成
八
潮
市
民
会
議
（
社
会
福

祉
課
内
）
蕁
A
3
1
6
 
 

　

ご
存
知
で
す
か
？
 

　

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
 

　
10
月
は
リ
サ
イ
ク
ル
月
間
で
す
。
皆
さ

ん
に
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
ご
理
解
い
た

だ
く
た
め
に
、
10
月
27
日
か
ら
31
日
ま
で

を
Ｐ
Ｒ
期
間
と
し
、
全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー

ル
も
同
時
に
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

家
の
解
体
や
新
築
工
事
を
行
う
と
き
は
、

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

I
建
築
課
蕁
A
4
6
8
 
 

「
が
ん
ば
る
若
者
！
 

　
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
 

①
が
ん
ば
る
若
者
！
就
職
説
明
会
 

B
10
月
30
日
貅
、
午
後
2
時
〜
4
時
30
分

（
入
退
場
自
由
・
イ
ベ
ン
ト
午
後
1
時
〜
）

C
浦
和
コ
ル
ソ
ホ
ー
ル
 

E
県
内
在
住
の
お
お
む
ね
30
歳
以
下
の
求

職
者
 

G
Ｉ
Ｔ
、
営
業
･
販
売
職
を
中
心
と
し
た

求
人
企
業
に
よ
る
就
職
説
明
会
（
未
経
験

者
可
）
 
 

②
が
ん
ば
る
若
者
！
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
 

B
11
月
13
日
貅
〜
11
月
28
日
貊
の
1
〜
2

週
間
（
受
け
入
れ
企
業
に
よ
る
）
 

G
県
内
外
の
企
業
で
の
実
務
研
修
 

E
県
内
在
住
の
お
お
む
ね
30
歳
以
下
の
求

職
者
 

H
無
料
 

D
11
月
6
日
の
埼
玉
会
館
（
さ
い
た
ま
市
）

で
の
企
業
と
の
面
談
（
申
込
不
要
）
に
て

研
修
先
決
定
。
参
加
企
業
等
の
資
料
を
希

望
の
方
は
、
10
月
17
日
ま
で
に
県
雇
用
対

策
課
若
年
者
等
意
識
開
発
担
当
（
蕁
0
4

8
＝
8
3
0
＝
4
5
3
8
）
へ
 
 

　

ひ
と
り
親
家
庭
児
童
就
学
支
度
金
 

 

支
給
制
度
の
ご
利
用
を
 

　
埼
玉
県
で
は
、
低
所
得
の
ひ
と
り
親
家

庭
の
児
童
が
中
学
校
へ
入
学
す
る
と
き
、

就
学
支
度
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
 

E
次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
　
 

①
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
ま
た
は
父
母
の

な
い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
 

②
平
成
16
年
4
月
に
中
学
校
入
学
予
定
で

あ
る
こ
と
 

③
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と
 

④
生
活
保
護
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と
 
 

支
給
額
　
1
人
1
万
2
0
0
0
円
 

D
12
月
26
日
ま
で
に
、
申
請
書
（
市
児
童

障
害
課
で
配
布
）
に
通
帳
な
ど
の
振
込
金

融
機
関
が
証
明
で
き
る
も
の
を
添
え
て
窓

口
へ
※
受
付
期
間
を
過
ぎ
る
と
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
。
 

I
児
童
障
害
課
蕁
A
2
0
9
 
 

　

年
末
調
整
説
明
会
の
開
催
 

B
11
月
18
日
貂
、
午
前
10
時
〜
正
午
・
午

後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室
 

G
平
成
15
年
分
年
末
調
整
の
説
明
 

A
送
付
さ
れ
た
年
末
調
整
関
係
書
類
、
法

人
会
会
員
の
方
は
「
法
人
会
会
員
手
帳
」
 

I

越
谷
税
務
署
法
人
課
税
第
2
部
門
蕁

9
6
5
＝
8
1
1
1
 
 

    
 

 

親
水
ふ
れ
あ
い
め
ぐ
り
バ
ス
ハ
イ
ク
 

B
11
月
13
日
貅
、
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

C
市
役
所
前
庭
に
て
集
合
・
解
散
 

G
県
東
部
地
域
の
水
辺
環
境
を
生
か
し
た

見
ど
こ
ろ
巡
り
（
越
谷
市
「
花
田
苑
」
、

庄
和
町
の
首
都
圏
外
郭
放
水
路
Ｐ
Ｒ
施
設

「
龍
Ｑ
館
」
・
大
凧
会
館
）
 

※
徒
歩
で
見
学
す
る
た
め
、
ズ
ボ
ン
や
運

動
靴
な
ど
動
き
や
す
い
服
装
で
 

F
35
人
（
申
込
順
）
 

H
1
0
0
0
円
（
保
険
料
・
飲
み
物
・
昼

食
代
の
一
部
）
 

D
10
月
27
日
午
前
9
時
か
ら
、
電
話
で
生

涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
蕁
A
4
9
7
）

へ
 

　

平
成
16
年
成
人
式
 

B
平
成
16
年
1
月
12
日
豢
、
午
後
2
時
〜

4
時
15
分
（
午
後
1
時
30
分
か
ら
受
付
）
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
 

E
昭
和
58
年
4
月
2
日
〜
59
年
4
月
1
日

生
ま
れ
の
方
 

※
12
月
中
旬
ま
で
に
、
八
潮
市
在
住
の
方

に
郵
送
で
案
内
し
ま
す
。
現
在
、
市
外
に

転
出
さ
れ
て
い
る
方
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

G
式
典
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
 

I
社
会
教
育
課
蕁
A
3
9
2
 
 

　

第
1
回
八
潮
市
環
境
推
進
大
会
 

　
環
境
問
題
に
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が

協
働
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
し
ま
す
。
 

B
11
月
16
日
豸
、
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

0
時
30
分
 
 

C
や
し
お
生
涯
楽
習
館
多
目
的
ホ
ー
ル
 

G
「
や
し
お
環
境
賞
」
の
表
彰
、
環
境
保

全
活
動
事
例
発
表
 

F
1
4
6
人
（
先
着
順
）
 

I
環
境
課
蕁
A
3
3
8
 

　

シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
ド
ッ
ク
 

　
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
、
交
通
事

故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
車
の
点
検
も

大
切
で
す
が
、
運
転
チ
ェ
ッ
ク
も
と
き
ど

き
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
 

B
11
月
10
日
豺
、
午
前
9
時
30
分
〜
11
時

50
分
 
 

C
八
潮
自
動
車
教
習
所
（
木
曽
根
5
1
1

番
地
・
蕁
9
9
7
＝
5
1
5
1
）
 

E
普
通
自
動
車
免
許
を
取
得
し
て
い
る
市

内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
 

F
20
人
（
申
込
順
）
 

I
草
加
警
察
署
交
通
課
蕁
9
4
3
＝
0
1

1
0
A
4
1
1
 

　

第
15
回
「
ゆ
ま
に
て
 

　
　
　
　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
 

B
11
月
3
日
豢
、
午
前
10
時
〜
午
後
4
時 
 

C
ゆ
ま
に
て
駐
車
場
（
雨
天
の
場
合
体
育

館
）
 

G
40
店
の
素
人
市
、
そ
の
ほ
か
イ
ベ
ン
ト

盛
り
だ
く
さ
ん
 

I
セ
イ
ル
事
務
局
（
ゆ
ま
に
て
）
蕁
9
9

6
＝
0
1
2
3
 

　

第
29
回
市
民
文
化
祭
 

B
11
月
2
日
豸
、
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

30
分
（
展
示
は
5
時
ま
で
）
・
3
日
豢
、

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
 
 

【
展
示
の
部
】
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
、
生
涯
楽
習
館
、
八
幡
公

民
館
 

G
手
工
芸
・
華
道
・
絵
画
・
文
芸
・
洋
ら

ん
・
絵
手
紙
・
子
ど
も
作
品
・
書
道
・
盆

栽
な
ど
の
展
示
 

【
ス
テ
ー
ジ
の
部
】
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
 

G
民
謡
・
歌
謡
･
舞
踊
･
吟
詠
･
フ
ラ
ダ

ン
ス
･
郷
土
芸
能
･
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど
 

H
無
料
 

I
市
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
八

幡
公
民
館
内
）
蕁
9
9
5
＝
6
2
1
6
 
 

「
み
ん
な
の
体
操
」
講
習
会
 

　
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
お
な
じ
み
の
「
み

ん
な
の
体
操
」
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

B
10
月
29
日
貉
、
午
後
7
時
〜
 
 

C
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ
（
鶴
ヶ
曽
根
体
育
館
）
 

G
講
師
＝
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
体
操
指
導
者

　
西
川
佳
克
さ
ん
 

A
体
操
の
で
き
る
服
装
、
体
育
館
履
き
 

H
無
料
（
当
日
受
付
）
 

I
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
蕁
9
9
6
＝

5
1
2
6
 
 

　

青
少
年
育
成
八
潮
市
民
講
演
会
 

　

・
家
庭
教
育
学
級
合
同
講
演
会
 

B
11
月
4
日
貂
、
午
前
10
時
〜
正
午
（
9

時
30
分
開
場
）
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室
 

G
テ
ー
マ
「
子
育
て
で
悩
む
親
・
悩
ま
な

い
親
」
講
師
＝
教
育
評
論
家
・
音
楽
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
　
松
居
　
和
さ
ん
 

F
2
0
0
人
（
先
着
順
）
 
 

H
無
料
 

I
青
少
年
育
成
八
潮
市
民
講
演
会
事
務
局

（
社
会
福
祉
課
内
）
蕁
A
3
1
6
・
家
庭

教
育
学
級
合
同
講
演
会
事
務
局
（
社
会
教

育
課
内
）
蕁
A
3
9
2
 
 
 

　

八
幡
公
民
館
料
理
教
室
 

              C
八
幡
公
民
館
調
理
室
 

E
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
 

A
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
持
ち
帰
り
用
容

器
 

F
各
20
人
（
申
込
順
）
 

H
①
1
5
0
0
円
②
2
0
0
0
円
（
2
回

分
）
※
11
月
8
日
ま
で
に
納
入
 

D
10
月
26
日
（
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

か
ら
、
電
話
で
八
幡
公
民
館
（
蕁
9
9
5

＝
6
2
1
6
）
へ
 
 

　

八
條
公
民
館
教
養
講
座
 

①
「
悪
質
商
法
の
被
害
と
対
処
法
」
 

B
11
月
21
日
貊
、
午
後
2
時
〜
3
時
30
分
 

G
講
師
＝
社
団
法
人
全
国
消
費
生
活
相
談

員
協
会
　
消
費
生
活
専
門
相
談
員
　
小
木

美
穂
さ
ん
 

②
「
遺
伝
子
組
換
え
食
品
」
 

B
11
月
26
日
貉
、
午
後
2
時
〜
3
時
30
分
 

G
講
師
＝
独
立
行
政
法
人
農
林
水
産
消
費

技
術
セ
ン
タ
ー
職
員
 

―

①
②
共
通
―
 

C
八
條
公
民
館
 

E
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
 

F
30
人
（
先
着
順
）
 

H
無
料
 

D
10
月
25
日
か
ら
、
直
接
窓
口
ま
た
は
電

話
で
八
條
公
民
館
（
蕁
9
9
4
＝
3
2
0
 

0
）
へ
 
 

　

「
勤
労
感
謝
の
日
」
特
集
映
画
会
 

　
読
書
の
秋
、
芸
術
の
秋
、
あ
の
ハ
リ
ー

ポ
ッ
タ
ー
も
い
よ
い
よ
登
場
！
ご
家
族
で

図
書
館
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

①
ア
ン
ネ
の
日
記
（
ア
ニ
メ
）
 

B
11
月
22
日
貍
、午
後
2
時
〜（
1
0
2
分
）
 

E
児
童
・
一
般
 

F
36
人
（
先
着
順
）
 

②
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
秘
密
の
部
屋
（
日

本
語
吹
替
版
）
 

B
11
月
23
日
豢
、午
後
2
時
〜（
1
6
1
分
）
 

E
一
般
 

F
1
0
0
人
（
先
着
順
）
 
 

③
サ
ン
ダ
ー
ア
ー
ム
 

B
11
月
24
日
豺
、
午
後
2
時
〜
（
94
分
）
 

E
一
般
 

F
36
人
（
先
着
順
）
 

―

①
②
③
共
通
―
 

C
八
條
図
書
館
 

H
無
料
 

I
八
條
図
書
館
蕁
9
9
4
＝
5
5
0
0
 
 

　

資
料
館
事
業
 

①
第
11
回
古
典
芸
能
の
集
い
 

　
古
民
家
で
、
古
典
音
楽
や
日
本
舞
踊
な

ど
、
伝
統
芸
能
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

B
11
月
3
日
豢
、
午
後
1
時
開
場
 

C
資
料
館
民
家
（
旧
藤
波
家
住
宅
）
 

G
「
雅
の
会
」
に
よ
る
箏
、
三
味
線
、
唄
、

鼓
に
よ
る
演
奏
と
日
本
舞
踊
 

F
80
人
（
先
着
順
）
 

②
体
験
講
座
「
昔
の
遊
び
〜
お
手
玉
〜
」
 

B
11
月
8
日
貍
、
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分
 
 

E
小
学
生
以
上
 

G
お
手
玉
作
り
・
お
手
玉
遊
び
 

F
20
人
（
申
込
順
）
 

D
窓
口
お
よ
び
電
話
で
 

―

①
②
共
通
―
 

H
無
料
 

I
文
化
財
保
護
課
蕁
9
9
7
＝
6
6
6
6
 

　

八
潮
メ
セ
ナ
自
主
文
化
事
業
 

①
川
嶋
哲
郎
 
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
 
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｕ
Ｓ

Ｔ
Ｉ
Ｃ
！！
 
 

B
平
成
16
年
2
月
7
日
貍
、
午
後
4
時
開

演
（
3
時
30
分
開
場
）
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
 

G
日
本
を
代
表
す
る
サ
ッ
ク
ス
奏
者
、
川

嶋
哲
郎
が
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
石
井
彰
を
迎
え
、

音
響
機
器
一
切
な
し
の
完
全
ア
コ
ー
ス
テ

ィ
ッ
ク
で
お
く
る
ジ
ャ
ズ
エ
ッ
セ
ン
ス
！
 
 

H
4
0
0
0
円
（
友
の
会
3
6
0
0
円
）
 

※
全
席
指
定
・
未
就
学
児
の
入
場
不
可
 

D
11
月
7
日
（
友
の
会
10
月
31
日
）
午
前

9
時
か
ら
、
八
潮
メ
セ
ナ
（
蕁
9
9
8
＝

2
5
0
0
）
・
東
武
よ
み
う
り
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
（
蕁
9
8
7
＝
0
5
5
3
）
・

イ
ベ
ン
ト
総
合
企
画
マ
ミ
ー
（
蕁
9
9
5

＝
3
2
4
8
）
へ
 
 

②
コ
ム
Ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
秋
の
企
画
「
蓄
音
器
に

よ
る
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」
 

B
11
月
8
日
貍
、
午
後
6
時
30
分
開
演
（
6

時
開
場
）
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室
 

E
高
校
生
以
上
 

G
第
1
部
「
銀
幕
を
彩
っ
た
名
曲
の
数
々
」

オ
ズ
の
魔
法
使
い
よ
り
軛
Ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
・
Ｔ

ｈ
ｅ
・
Ｒ
ａ
ｉ
ｎ
ｂ
ｏ
ｗ
軣
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
少
女
よ
り
軛
Ｌ
ａ
・
Ｔ
ｒ
ａ
ｖ
ｌ

ａ
ｔ
ａ
軣
ほ
か
　
第
2
部
「
い
ま
よ
み
が

え
る
伝
説
の
名
演
奏
」
オ
ー
・
ソ
レ
・
ミ

オ
（
エ
ン
リ
コ
・
カ
ル
ー
ソ
ー
）
、
愛
の

喜
び
（
フ
リ
ッ
ツ
・
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
）
、

出
演
者
・
講
師
＝
文
教
大
学
講
師
　
磯
貝

建
文
さ
ん
・
司
会
＝
野
村
志
保
さ
ん
 

F
1
8
0
人
（
申
込
順
）
 
 

H
前
売
券
5
0
0
円
、
当
日
券
7
0
0
円

※
全
席
自
由
 

D
八
潮
メ
セ
ナ（
蕁
9
9
8
＝
2
5
0
0
）
・

や
し
お
生
涯
楽
習
館
（
蕁
9
9
4
＝
1
0
 

0
0
）
窓
口
へ
 

 

第
9
回
仕
事
と
家
庭
を
考
え
る
月
間
 

 
「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
 

 
 
 
 
 
 
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
 

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
10
月
を
「
仕

事
と
家
庭
を
考
え
る
月
間
」
と
定
め
て
い

ま
す
。
埼
玉
労
働
局
で
は
、
本
月
間
行
事

と
し
て
、
育
児
休
業
取
得
者
の
代
替
要
員

問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

B
11
月
7
日
貊
、
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

20
分
 
 

C
Ｗ
i
t
h
 
Ｙ
o
u
　
さ
い
た
ま
（
埼

玉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
）
セ

ミ
ナ
ー
室
（
Ｊ
Ｒ
さ
い
た
ま
新
都
心
駅
下

車
徒
歩
5
分
）
 
 

E
企
業
の
人
事
労
務
担
当
者
な
ど
 

G
講
演
（
講
師
＝
東
京
大
学
社
会
科
学
研

究
所
教
授
　
佐
藤
博
樹
さ
ん
）
、
企
業
の

事
例
発
表
、
両
立
支
援
に
関
す
る
最
近
の

法
律
や
助
成
金
の
説
明
な
ど
 

F
1
3
0
人
（
申
込
順
）
 
 

D
埼
玉
労
働
局
雇
用
均
等
室
（
蕁
0
4
8

＝
6
0
0
＝
6
2
1
0
）
へ
 

　

こ
の
ま
ち
の
地
域
生
活
支
援
を
 

　

考
え
る
 

B
11
月
8
日
貍
、
午
後
1
時
〜
5
時
（
0

時
30
分
入
場
）
 

C
埼
玉
県
立
大
学
講
堂
（
東
武
伊
勢
崎
線

せ
ん
げ
ん
だ
い
駅
下
車
徒
歩
10
分
）
 

G
本
人
・
市
民
の
た
め
の
支
援
制
度
紹
介

劇
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

※
保
育
有
り
（
お
や
つ
代
2
0
0
円
・
10

月
15
日
ま
で
に
佐
川
Ｆ
Ａ
Ｘ
9
9
8
＝

2
3
8
5
へ
）
 

H
6
0
0
円
（
資
料
代
）
 
 

I
児
童
障
害
課
蕁
A
2
0
9
・
障
害
児
者

の
地
域
生
活
支
援
を
考
え
る
市
民
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
船
澤
蕁
9
8
8
＝
2
0
2
6

八
潮
市
、
埼
玉
県
、
彩
の
国
さ
い
た
ま
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
削
減
推
進
委
員
会
か
ら
 

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発
生
の
仕
組
み
や
健
康

へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
十
分
に
解

明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
発
生
量
全
体
の

約
9
割
が
廃
棄
物
焼
却
に
よ
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
半
分
は
家
庭
ご
み
の
焼
却

に
よ
る
も
の
な
の
で
す
。
 

家
庭
用
焼
却
炉
も
規
制
対
象
で
す
 

　
昨
年
12
月
か
ら
焼
却
炉
の
基
準
が
厳
し

く
な
り
ま
し
た
。
 

　
家
庭
用
の
ご
み
焼
却
炉
や
事
業
所
の
自

家
用
小
型
焼
却
炉
の
ほ
と
ん
ど
は
、
燃
焼

温
度
が
十
分
に
上
が
ら
な
い
な
ど
不
完
全

燃
焼
を
起
こ
し
や
す
く
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

を
多
く
発
生
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
こ
れ
ま
で
家
庭
や
事
業
所
で
使
用
さ

れ
て
き
た
、
燃
焼
温
度
を
8
0
0
度
以
上

に
保
つ
バ
ー
ナ
ー
や
温
度
計
な
ど
の
な
い

小
型
焼
却
炉
は
使
用
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
も
ち
ろ
ん
、
庭
先
な
ど
で
焼
却
炉
を
使

わ
な
い
ご
み
焼
却
や
、
ド
ラ
ム
缶
な
ど
で

の
焼
却
も
で
き
ま
せ
ん
。
 

ご
み
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
 

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

ま
ず
は
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
必
要
な
も
の
を
必
要
な
だ
け
買
う
」
「
使

い
捨
て
商
品
は
買
わ
な
い
」
「
長
く
大
切

に
も
の
を
使
う
」
、
さ
ら
に
日
ご
ろ
の
生

活
を
見
直
し
て
ご
み
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク

ル
を
徹
底
す
る
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 
 

　
そ
し
て
、
家
庭
や
事
業
所
で
の
ご
み
焼

却
を
や
め
、
ル
ー
ル
に
従
い
市
町
村
の
ご

み
焼
却
施
設
な
ど
で
処
理
し
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。
 

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
削
減
の
た
め
に
は
、
皆

さ
ま
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
 

I
環
境
課
蕁
A
4
7
8

『
そ
の
油
断
　
火
か
ら
炎
へ
　
災
い
へ
』
 

全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動

全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動
 

全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動

全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動
 

全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動
 

11月9日 
　～15日 
11月9日 
　～15日 

放火されない環境づくりを！ 
ゴミは収集日に出しましょう。 

防災訓練に参加しましょう！ 
いざというとき体験がものをいう！ 

（３）　　広報 平成15年10月25日　（２） No.631


